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V　Dieter　Kamedaドルトムント専門大学教授（西独）
　　の短期招請について
政治経済学部教授西尾孝明
1．被招請者ディーター・カメダ教授の略歴と人柄
　Dieter　Kameda教授は，1925年，現ポーランドのSi　lesia地方に
あるLifbenで裁判所判事の子として生まれ，　Gbttingen大学で法学を修め
たのち，司法官試補を勤められたが，心理学に興味をもち，G　’6　ttingen，
Hamburg両大学で心理学を学んだのち，1961年心理学のDip1・maを取
得された。1969年～73年，DortmuntのSozia且padagogisches　Se－
minarで教鞭を取られたのち，1973年以降，　D・ortmunt　Fachhochschule
の教授として，社会心理学澄よび社会事業を担当してisられる。1976年に
は学部長を勤めているが，夫人が日本人であることもあって，大変な親日家
で，刀剣など，日本の伝統美術に非常に詳しく，1978～79年には，本学客
員研究員として来日，多くの学生に親しまれた。日本の社会政策や社会保障
に関する著作も多く，1978年には日本社会政策学会で報告もしている。
皿．招請の目的
　カメダ教授は，西ドイツの社会心理学者の中でも，知日家として，また人
の心を大切にする哲学的な心理学者として有名である。学者の業績主義を嫌
う博士は，決して多作ではないが，博士が展開する日本文化論や心理分析に
基づく人間学的な省察は，ヨーロッパ合理主義への厳しく謙虚な自戒の上に
立っており，博士のやさしく誠実な心情をよく伝えていて，忙しさの中でと
かくわれわれが忘れがちな日本の位置を，われわれにしばしぱ思い出させて
くれる。真の国際交流を行うためには，くもりない目で，彼我両国の歴史を
省察することが大切である。今回の招請はヨーロッパ合理主義の側からの
問題提起をして頂くのが，目的である。
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nl．講義のテーマ
　今回博士が明治大学で行った講義は，
　1．テーマ「第二次大戦前のヨーロッパとドイツ」Europas　und　Deutsch－
　　lands　Vorgeschichte
　2．テーマ「第二次大戦後の西ドイツ」Deutschland　nach　dem　Zeiten
　　Weitkrieg
　3．テーマ「現代の青年」Die　Jugend　in　der　Gegenwart．（一般学生向け）
の3回であり，これらは，本来「ドイツの政治・文化的諸潮流」Politiqche
und　kutturelleStromungen　in　Deu　tsch且andと題する博士の研究の一環を
なすものであった。
IV　本学学生に対する講義
　10月6日　2：10～3：40テーマ「現代の青年」Die　Jugend　in　der’
　　　　　　　　　　　　　　　　　Gegenwart・
　上記の三講義の結論部分をなすもので，教授がドイツ語で講義し夫入が通
訳する形で進めたが，日本の学生は教授が語りかけ意見を述べさせる対話形
式の講義に慣れていないため，当初は，若干の戸惑いが学生たちにみられた。
しかしながら，現代ドイツの青年という身近なテーマだったため，参加学生
の多くに，かなり新鮮な感銘を与えたと思われる。言葉の壁もともかく，日
独両国の大学生気質に大きな開きがあることが感ぜられた。参加学生60名。
場所　駿河台校舎　632教室。
院院生と研究者に対する講義
　1　10月6日　12：30～2：00テーマ「第二次大戦前のヨーロッパとドイ
　　ツ」Europas　und　Deutschtands　Vorgeschichte　参加　約15名。
　　場所　大学院第二会議室。
　il　10月24日　10：10～11：40テーマ「第二次大戦後の西ドイツ」Deut－
　　schiand（BRD）nach　dem　Zeiten　Weltkrieg参加約20名。
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　場所　研究棟第三会議室
　どんな学生や研究者が参加するか招請側も分からず，不安であったが，
思いがけない熱心な多くの参加者によって，かなり活発な論議が行われた。
少数だが，かなりドイッ語会話に堪能な院生もいて，若々しい能力を発揮
し．教授たちを驚かせた。
　総括的に言えぱ，博士の立論は，第二次大戦後，資本主義の飛躍的な発展
にともなって，豊かな社会が現出したが，ドイッは新たな苦悩を抱えること
になったという点に，集約的に向けられていた。豊かになった結果，若者が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
いっそう近視眼的にいじましくなりつつあるという博士の指摘は，ひとりド
イソだけの特殊状況ではなく，われわれにも多くを示唆していよう。
　本学研究者との意見交換
　政治経済学部では，多くのスタ・フがカメダ教授と語り合ったが，特に招
請者のほか，倉塚平教授，岩野弘助教授，斉藤哲助教授，守屋治善非常勤講
師などが数回にわたって意見の交換をした。また院生が個人的に教授の指導
をうけた。学部外では，法学部宮崎繁樹教授，河合研一助教授などが討論に
参加し，親しく意見を交換した。
V．招請をしてみての私の意見
　（1）本学学生はネイティブ・スピーカーによる外国語の講義に余り慣れて
　　いない。今後国際交流センターによるこの種の招請が積み重ねられて，
　　日頃からそんな気風を本学学生にたかめておくことが，特に肝要と思わ
　　れる。
（2）通訳なしでは学生が集まらず，通訳を交えて講義をするには，倍の時
　　間が必要となるため，90分の講義時間帯では余りにたりない。そんなジ
　　レンマを特に感じた。
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（3）呼び掛けてもなかなか集まって来ない学生をどう集めるか，日頃の学
　生指導や掲示などの広報体制に今後工夫が必要と思われる。
（4）招請時期が10月という繁忙の時期だったので，他のスケジa一ルとも
　かち合V・　，計画の実現に苦労した。相互のスケジ＝一ル上，都合のわる
　い時期や夏休みなどを避けると，時期の設定がこの他難しく，結果的に
　10月に重なってしまったのが実情である。
（5）　ドイツーヨー・・パはとりわけ遠い。参加学生の数の多寡を問題とせ
　ず，地道に営為を積み重ねたい。
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